
1.この一年を振り返って

新型コロナウィルスのオミクロン株の流行による「第6波」により、一旦落ち着いたか

にみえた感染者数も再度増加するなど、昨年に引き続き、思うように活動のできない1年

となりました

そのような中、ミャンマー国内においては昨年2月1日に発生した国軍によるクーデタ

ーにより政権が掌握されてから1年を越えようとしています。こうした国内の混乱と新型

コロナウィルスの感染拡大の影響で国民の多くは出口の見えない厳しい生活に直面してい

ます

当会関係者の一家も昨年7月にミャンマーを出国し、現在は日本で生活しています。外

務省の報道によると日本政府はミャンマーに対して、新型コロナウィルス感染症への対応と

して、救急車や酸素濃縮器を供給するなど、クーデター以来2,000万米ドルを超える人道

支援を行ったとあのました

しかしながら最近はミャンマーに関する報道もすっかり少恋く恋の日本国内での関1山も

薄くなっているように感じます。当会関係者家族のように困難に直面している方勺が一日で

も早くミャンマーでの健全な社会活動が再開されることを祈のます

さて昨年の活動については、定例の「ミャンマー語

学習会」は休会した月もありましたが、「※二水会」

は欠かさず開催することができました。

※二水会・・毎月第2水曜日に当会が行うミャンマー月例会

このコロナ禍の中ですが、我尽に何かできることは

ないか協議した結果、多数の協力がありヤンゴン市内

恋どにマスク1万枚や日本食を送ることができました
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ヤンゴンでは現在もコロナウィルス対策が十分ではほいとお聞きしています

このマスクが一人でも多くの現地の方に届けぱ幸いです。

第20回となる年次会報では、この「二水会」の様子を詳しく紹介しました。ミャンマー

好きが集う、ミャンマーについての情報交換の場としてどなたでも参加することができます

また、連載の戦記「あぁ南方戦線の足跡」は今回が最終回と恋りました。

これまで第1回会報より当会関係者の戦記を連載という形で届けてきました

当会は戦争を二度と繰り返しては恋らないという思いから、このよう恋体験を多くの方に

伝えていきたいと考えています。

次号から会員の皆様やその関係者様から戦記を募り、掲載したいと考えてい薮す何卒、

皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

最後に、ミャンマーのクーデター以降、今年に入りロシアによるウクライナ侵攻により世

界情勢は分断と争いの様相が一層強くなってきました。

我勺神戸ミャンマー皆好会はミャンマーが政治や宗教の違いによる批判や差別のない国

となり、人々が平和に暮らせる世の中に恋ることを願っております。今後も発足当時の原点

である「ミャンマーのためになる活動を継続的に広めていく」を忘れず、ミャンマー国民に

しっかり寄り添った活動を継続してまいります

皆様方のより一層のご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

自宅でコロナの状況を心配する関係者yangon

理事長中尾嘉延

(2)

交流のある日本語学校に届いた支援物資



(3)

事業の成果

「保健・医療又は福祉を支援する事業」

・国立ヤンゴン看護大学やその他医療従事者向けにマスクを送付する。

「友好交流事業」

・月例会で一般市民向けのミャンマー啓発講座、ミャンマー語勉強会を開催した。

・第20回通常総会を5月22日に開催、例年行う新年会は中止とした。

(コロナ蔓延の影響で通常総会は極小人数で開催した)

・高野山戦没者慰霊大法要に参加し、奥ノ院のビルマ慰霊塔の清掃を行った。

・在日ミャンマー留学生や愛媛県遺族会への寄付金を支出した。

・ミャンマー語講師と壮行会・寺院見学会を開催し参加した。

・ミャンマーからの帰国者に対して生活支援を行い神戸の住まいを援助した。

「農業支援事業」

・コロナ蔓延のため梅農園あてに寄付金を送付した。

・緊急支援物資として国産マスク等を船便で送付した。。

「日本語教育支援事業」

・ティンミャンマー日本語学校向けにマスクを提供した。

・ティンミャンマー日本語学校の学生さん向けに日本食や国産調味料を寄贈した。

「親善交流旅行事業」

(新型コロナウイルス蔓延の影響で支出金額はなし)

(例年行うミャンマーへの定期ツァーは不開催)

「環境の保全を図る事業」

・地球環境保全の植林のため、現地へ聞き取りを行った。

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(フ) 「子どもの健全育成を図る事業」

・ヤンゴン市内の子ども病院に食料品を持参した。

(新型コロナウイルス蔓延の影響で、ヤンゴン在住の方にお願いした)

・ヤンゴン市内において、子ども向けの日本食や国産の調味料などを寄贈した。

「その他事業全般に関する事項」

・年次会報:第19号を50皓剛乍成し会員・関係者に送付した。

・ホームページ、 F印ebook の速やかな更新で、情報発信や内容の拡充を図った。

・国内外のミャンマーに係る団体や機関と学習会を開催した。

(8)
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①



3.事業の実施に関する事項

①特定非営利活動に係る事業

定款の事業名

保健・医療又は福祉
を支援する事業

事業内容

ヤンゴン看護大学向け
医療用マスク送付

ミャンマー啓発講座
(計12回)

実施日時

ミャンマー語勉強会
(計3回)

高野山ビルマなごみの会
世話人会

1月31日

友好交流事業

実施場所

毎月1回

第2水曜日

高野山戦没者慰霊祭
参加

注:実施日時は会計支出を基準にしています。

ミヤンマー

毎月1回

土曜日

従事者

の人数

ミャンマー帰国者
生活支援

中央区

活動事務所

4月10日

中央区

活動事務所

摩尼宝塔お供え
ミャンマー産食品

8人

受益対象者の

範囲及び人数

7月13日

延96人

大阪市守口市

成福院守口会館

愛媛ビルマ会慰霊祭

ミヤンマー人

30人

7月14日

延40人

ミャンマー語講師
壮行会

和歌山県

成福院

会員・市民

350名

支出額

(千円)

7月14日

ミャンマー語講師
寺院見学会

5人

計

神戸市内

会員・市民

150名

農業支援事業

在日ミャンマー関係者
食物栽培支援

9月15日

32人

和歌山県

摩尼宝塔

55

309

会員・市民

25名

日本語教育

支援事業

9月16日

会員・市民・ミャンマー人

300名

ミヤンマーi吾学習会
クリスマス会

愛媛県松山市

石手寺

24人

0

11月6日

梅農園への支援金
マスク寄付

32人

活動事務所

神戸市内

0

会員・市民

19名

親善交流
旅行事業

テインミヤンマー
凹本語学校支援(マスク)

9月16日

滋賀県

近江八幡氏

2人

会員・市民

19名

94

テイノミヤンマー

日本語学校支援(日本食)

12月12日

計

15人

活動事務所

神戸市内

178

会員・市民

40人

会員・市民・ミャンマー人

30名

6月7日

活動事務所

神戸市内

7人

0

94

10月25日

5人

無し

神戸市

中央区

13

会員・市民

50名

2月19日

会員・市民・ミャンマー人

100名

20人

ミヤンマー

5

会員・市民・ミャンマー人

45名

6人

ミヤンマー

6

会員・市民・ミャンマー人

50名

15人

5

会員・市民・ミャンマー人

65名

18人

(4)

会員・市民・ミャンマー人

65名

6

74

72

22

0



子どもの健全育成

を図る事業

計

環境保全を図る事業

ヤンゴン市内こども
国産マスク支援

28

ヤンゴン市内こども
一般マスク支援

ヤンゴン市内関係者
日本食と物品

②その他の活動報告

10月13日

活動名

10月25日

ミヤンマー

10月25日

ミヤンマー

事業内容

10人

ニュースレター季刊発行

ミヤンマー

会員・市民・ミャンマー人

200名

10人

ホームページの更新

会員・市民・ミヤンマー人

500名

広報等に

10人

実施日時

関する活動

会員・市民・ミャンマー人

500名

Facebook の更新

年間1回

実施場所

年次会報第19号発行
カラーA4版 24ページ

3

活動事務所

随時

従事者

の人数

25

ヤンゴン事務所との
SkYPθでの情報交換

活動事務所

フフ

随時

受益対象者の

範囲及び人数

9人

2022年カレンダー作成
活動予定を記入

活動事務所

5月1日

会員・関係者全体

5名

活勳事務所

9月9日

年賀状の送付

支出額

(千円)

5名

会員・市民多数

12月3日

活動事務所

20人

会員・市民多数

0

12月25日

活動事務所

会員・関係者全体

12人

0

本部事務所

会員・関係者全体

4人

0

市民・会員300名

3人

112

(5)

会員・関係者全体

0

6

6



(3)会議の開催についての報告

会議名

第1回理事会

第2回理事会
第3回理事会

①第20回通常総会の運営について
②2019年度の決算等について

内容

第20回
定期総会

①第20回通常総会の運営について
②同総会議案について

※理事長の選任

第4回理事会

第1号議案から第7号議案までの審議

社員総会議事録に記載

実施日時

3.組織に関する事項

①年明けからの行事について
②会報20号の発行について

4月14日

実施場所

(1)会員

5月22日

活動事務所

出席者の人数

活勳事務所

5月22日

2019年度

理事総数10名中 8名

(2022年3月31日現在)

(2)理事

2020年度

2021年度

11月27日

活勳事務所

前年度との増減

理事総数10名中 10名

正会員数

活動享務所

79

中尾嘉延(理事長)

正会員総数72名
出席正会員9名
委任状提出者50名

(3)監事

72

田原耕二(総務全般)

66

賛助会員数

小西浩司旧本語教育)

-6

大坪良二(広報全般)

理事総数10名中 9名

(4)顧問

26

27

23

横山晴貴

特別会員数

-4

(5)事務局

加藤和徳(副理事長、農業支援

井坂孝一(保健医療)

5

林

6

中尾博依好交浦

6

英雄

合計数

土0

井上卓也(事務局長)

伊藤勝晧

110

105

THIN AYEAYEKO(ヤンゴン日本語学校長)

95

西尾武(交流旅行)

-10

権藤眞禎

藤田弘旧本語教育)

山本裕計依好交潮

大坪良二(広細

小池啓納

(6)

M shin shln(学習会講師)

田原フミ子(経理)



法人名 認定特定非営利活動法人神戸ミャンマー皆好会

活動計算書
2021年4月1日から 2022年3月31日まで

1 経常収益

1.受取会費

正会員受取会蜜

賛助会員受取会費

2,受取寄付金

受取寄付金

3.事業収益

友好交流事業収益

4.その他収益

受敢利息、

理事会会斐

雑収益

経常収益計

Π経常費用

1.事業費

①人件費

役員報酬

人件費計

②その他経壁

売上原価

通信運搬賢

会議費

旅費交通費

支払寄付

支払手数料

雑費

その他経喪計

車業費計

2.管理費

(D 人件喪

役員報酬

人件費計

(2)その他経費
消耗品費

印刷製本費

通信運搬贄

光熱水費

会識費

地代家賃

旅費交通贄

支払手数料

雑費

租税公課

その他経安計

管理賢計

経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ経常外収益

1.過年度損益修正益

経常外収益計

Ⅳ経常外費用

1.過年度損益修正損

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

炊期繰越正味財産類

科 目

375,000

69.000

金

947,000

額

133,000

3

55,000

0

444,000

(単位:円)

947,000

133,000

55,003

0

78,970

172,852

740

256,927

1,032

138,442

1,579,003

648,963

0

112,034

73,837

98,760

49,568

660,000

フ,600

1,083

132,287

1,200

1,136,369

6妃,963

1,136,369

0

1,785,認2

△ 206,329

0

0

△ 206,329
0

△ 206,329

船5,797

0

429 468

0
0

0
0



法人名 認定特定非営利活動法人

1 資産の部

1.流動資産

現金

みなと銀行

ゆうちょ銀行

未収金

流動資産合計

2、圖定資産

(D 有形固定資産

什器備品

有形圖定資産計

(2)無形固定資産

ソフトウエア

無形囿定資産計

(3)投資その他の資産

差入保証金

長期前払喪用

投資その他の資産計

圖定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

印」受百釜

預り金

短期借入金

流動負債合副

2.固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

科

神戸ミャンマー皆好会

貸借対照表

2022年3月31

目

日現在

15,269

412,008

2,191

0

金 額

(単位:円)

0

429,4能

0

0

0

0

0

0

429,468

0

635,797

△ 206,329

0

0

429,468

429,468

0
0

0
0
0
0



法人名: 認定特定非営利活動法人神戸ミャンマー皆好会

1. 重要な会計方針

計算書類の作成は、NP0法人会計基準(2010年7月20日 2011年11月20日一部改正NP0法人会計基準協議会)によっています。

(D圖定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

②消賢税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

2.

経常収益

1.受取会費

ず

科目

2.受取寄付金

管理費支援

保健・医療又は福祉支援

友好交流事業支援

農業支援事業

日本語学校支援

親善交流事業支援

ひろし文庫支援

子ども健全育成

環境保全支援

3.事業収益

友好交流事業

親善交流事業

の 言i3

保健医療

福祉支援
友好交流

0

0

120,000

農業支援

0

4.その他収益

総会会費

新年会会費

埋事会会費

受取利息、

広告協賛収入

ヨ本語教

育支援

580,000

0

0

親善交流

旅tテ

経常収益計

Ⅱ

0

40,000

子ども健

全育成

経常費用

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

光熱水費

会議費

地代家賃

旅費交通費

支払寄付

支払手数料

諸謝金

管理費

雑費

租税公課

0

133,000

140,000

環境保全

0

事業部門

き十

120,000

0

0

管理部門

0

713,000

0

0

120,000

580,000

40,000

140,000

事業費計

42,000

0

444,000

当期経常増減額

合計

40,000

0

444,000

0

172,852

0

740

0

152

25,000

55,000

440

0

140,000

0

120.000

580,CO0

40,000

140,000

6,630

42,000

25,000

133,000

0

0

33,020

0

55,440

67,154

440

42,000

135,263

0

64,560

42,000

25,000

0

58,042

309,007

403,993

25,000

10,830

133,000

0

1,080,000

74,224

・34,224

55,000

3,179

0

28,490

0

94,241

28,233

499,003

55,000

45,759

78,970

0

172,852

0

740

256,927

1,032

・206,329

0

112,034

73,837

98,760

49,568

660.000

フ,600

0

1,083

1,579,003

48,498

0

0

112,034

152,807

98,760

222,420

660,000

8,340

256,927

2,115

0

39.063

2,937

76,988

・51,988

138,442

0

648,963

431,037

132,287

1,200

1,136,369

・637,366

270,729

1,200

1,785,332
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3.使途等が制約された寄付等の内訳

使途等が制約された寄付等はありません。

4.圖定資産の増減内訳

固定資産は前期、今期ともにありません。。

5.借入金の増減内訳

借入金は前期、今期ともにありません。。

6.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取凱はありません。

フ.その他NP0法人の資産、負債及ぴ正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項



法人名 認定特定非営利活動法人

資産の部

1.流動資産

現金預金

手許現金

みなと銀行神戸駅前支店

ゆうちょ銀行

未収金

前払金

科 目

神戸ミャンマー皆好会

財産目録
2022年3月31日現在

摘 要

2

流動資産合計

固定資産

(1)有形圖定資産

什器備品

パソコン 1台

有形圀定資産引

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

長期前払費用

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ負債の部

1.流動負債

未払金

目1」受イ巨

預り金

短期借入金

流動負債合計

2.固定負債

長期借入金

固定負債合計

負債合計

正味財産

15,269

412,008

2,191

金 額

(単位:円)

429,468

0

0

0

0

0

0

0

429,468

0

0

429,468

0

0
0

0
 
0
 
0
 
0

0
0


